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図  「保育 育指針」における
   保育実践力の基本視座
― 366 ― ― 36₇ ―
継続的且つ積み上げ型による組織的・計画的なプログラム開発が重要となるであろう。こ
した保育現場との連携を深めることで，保育実践のプロセスである「省察・評価・見直し・
改善」の観点が循環的に機能し，学生自らが保育を「振り返る」姿勢を育てることが実践
力を培うための土壌となると考える。
　今後さらに研究を重ね，4年制課程における保育実践力の向上を目指した養成プロラム
の開発を目指したい。
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